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データ・サイエンスとインフォグラフィックス 

丸山 久美子 

 

科学方法論の分野には，現象を分析する時，

「鳥瞰図」（インフォグラフィックス）といわ

れる手法がある．過去の研究方法や研究者と

の関連を図示して，当該現象を考えるという

手法である．かつて，林知己夫先生は最新の

データを得ると，まず，データの鳥瞰図（概

念図）やフローチャートを造り，そこに描き

出される現象を分析するための方法を考える

のが通例であった．それが彼のデータと対峙

する時の第 1 の姿勢であり，「林の数量化法」

と命名された方法が生み出される契機となっ

た．この方法はデータを分析するために一連

の道筋を造りながら，データに潜在している

現象の意味を見出すためのカギを見つけるこ

とが出来るように工夫されている．机の上に

大きな紙を広げて，データをならべ，データ

の持っている意味をしっかり掌握して，新た

な視点から，今，得たデータを如何に分析す

るのが適切であるかを考える．所謂，「林の数

量化法」といわれる一連の方法の先駆けとな

ったものである．従来の統計的分析法と異な

るのは，データのとらえ方である．得られた

データは 1 又は０に変換され，質問紙の構成

も従来のものとは異なる．単純にいえば，（は

い，いいえ），（はい，どちらでもない，いい

え）の2段階と3段階の回答パタンをつくる．

この単純な回答方式は「回答誤差」を最小に

することを意図している．回答誤差を最小に

するための方法はベイズ確率を基本にして計

算式が造られている．この方法を知って，林

知己夫先生の脳裡にはこれまでの一般的な計

算方法とは異なる何か不可思議な特徴がある

ことを知る契機となった．まず，データをイ

ンフォグラフィカルに描いてゆく．その景色

に描かれた風景に類似していれば，回答誤差

がないものとみすという具合に，先生の目に

は明確にその風景が見えている．私には見え

ないその風景を知りたいと思いながら，その

余裕もなく「行動計量学」を一般的にするべ

く奔走した日々が懐かしい．回答誤差（1 週間

の変動評定）を最小にするために用意された

「写真の人物の印象形成」を探るために，等

身大の人間の写真を見せて，1 週間ごとに同

じＳＤ法による印象形成の形容詞（例：柔ら

かなー堅苦しい）20 項目からなる 5 段階評定

で実験を行う．1 回目と 2 回目のデータから

変動係数を計算し，再度，データの分析を行

う．変動係数を挿入した場合と生のままのデ

ータを構造分析した構造図を比較すると微妙

に異なった構造図を得ることが出来る．つま

り，変動係数を付与して再計算をすれば構造

が安定する（「心理学研究」38，1968，297-310）．

この方法は時間やコストがかりすぎるので，

マーケット分野では使用されなかった．ただ

し，「データには誤差がつきまとう」，この命

題は林知己夫先生のデータ・サイエンスの研

究には必要不可であった．ビッグデータの時

代を知らない林知己夫先生には，このような
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時代が来ることを，つまり今日のように大学

にデータ・サイエンス学科が創設されるよう

な状況は想像外であったに違いない．当時の

コンピューターは今日のように多次元空間を

簡単に算出することは不可能であった．人工

知能の急速な発展，三次元空間の中に容易に

入り込める今日の世界を想像することが出来

ても，実現する事は遠い先の事であった．今

や，コンピューターの急激な発展と共に，人

間の想像の世界は未知の領域，宇宙空間を自

在に飛び回り，いずれ，地球を離れて，他の

惑星への移住は簡単になることを予測するこ

とが可能な時代となった．茫々とインフォグ

ラフィックの世界を彷徨しながら，データを

分析，状況の予測をすることの出来る楽しみ

を知らないであろう多くの研究者の想像力の

欠如を，何故ともなくうら寂しく思う今日こ

の頃である． 

丸山 久美子 

（まるやま・くみこ） 

聖学院大学 名誉教授 

青山学院大学院心理学修士，

統計数理研究所統計技術員

養成所専攻科修了，イリノ

イ大学大学院数理心理学修

士，青山学院大学文学部助

手，盛岡大学助教授・教授，聖学院大学教授，名誉教授，

ドイツ・ケルン大学客員教授，アイルランド・ダブリン

大学客員研究員，北陸学院大学教授 

 

日本行動計量学会第 50 回大会ご案内 

大会実行委員長 

 森 一将（文教大学） 

 

先般メーリングリスト等でご案内した通り，

日本行動計量学会第 50回大会を 2022年 8月

28 日（日）～8 月 31 日（水）の 4 日間，沖

縄県市町村自治会館（沖縄県那覇市）で開催

させていただきます．準備の都合上ご連絡が

遅れましたことをお詫び申し上げます． 

今回の大会は日本行動計量学会の大会とし

ては 50 回の記念となるものです．偶然ではあ

りますが，今回の会場となる沖縄県も今年で

返還 50 年を迎えます．（約）半世紀の時の流

れの中で行動計量学を取り巻く状況や世界情

勢は大きく変わってまいりました．この大会

をきっかけに会員の先生方と南国沖縄でこれ

までを振り返り，行動計量学の新しい一歩を

踏み出す新たなスタートラインになれればと

思っております． 

会場となる沖縄県市町村自治会館は那覇空

港からモノレールで約 20 分，駅からも 5 分

以内の交通便利な場所にあります．会場近く

にもビジネスホテルがありますが，繁華街の

国際通りやおもろまちなどにも近く，学会の

合間の観光なども気軽にできる立地です． 

また，今回の大会は現時点ではハイブリッ

ド開催を予定しております．日程の都合など

で現地参加が難しい場合でもオンラインでの

発表・参加も可能です．是非ご検討いただけ

ますと幸いです． 

※新型コロナウイルスの感染状況，政府や沖

縄県の方針によっては全面オンライン開催

になる可能性もありますが，その際には速や

かに大会ホームページ，メーリングリスト等

でご案内いたします． 

 

         記 

 

○大会開催要領 

日程：2022 年 8 月 28 日（日）～8 月 31 日

（水） 

会場：沖縄県市町村自治会館（沖縄県那覇市

旭町 116-37） 

アクセス： 

http://okinawa-

jichikaikan.com/?page_id=136 

 

○大会ウェブサイト 

https://conference.wdc-jp.com/bms/2022/ 
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〇大会日程 

7月中旬 速報版プログラムのウェブ公開予定 

7月下旬 プログラム冊子送付予定 

8/ 1（月） 事前参加申込締め切り 

8/ 4（木） 事前参加費振込み締め切り 

8/28（日）～8/31（水）第 50 回大会（8/28 は

チュートリアルセミナーのみ） 

 

〇チュートリアルセミナー 

日時：2022 年 8 月 28 日（日） 

マルチレベルモデル分析，意思決定過程分析

に関するセミナーを企画中です．詳細は後日

大会ホームページ等で告知いたします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡太彬訓研究助成の受賞者決定 

岡太彬訓研究助成選考委員会 委員長     

繁桝 算男（慶應義塾大学・東京大学） 

 

 2022 年度の岡太彬訓研究助成の受賞者に

ついてご報告いたします．初回ということで，

十分に本研究助成が周知されていない恐れも

ある中で，行動計量学の地平を広げる力を持

つ，意欲的で大変興味深い研究テーマについ

て 6 名の方からの応募がありました．選考委

員会は，公表されている審査基準に基づき，

さらに，行動計量学の発展への貢献の可能性，

オリジナリティ，研究手段の確かさ，社会へ

の貢献など複数の観点から議論を進めました．

いずれも質の高い研究計画であり，難しい選

考でしたが，最終的には，今回の受賞者を堤 

瑛美子氏（電気通信大学大学院）の「教育ビ

ッグデータ解析のための高いパラメータ解釈

性をもつ Deep IRT の開発」に決定いたしま

した． 

受賞された堤瑛美子氏そして今回は残念な

がら受賞されなかった応募者の皆様の研究の

今後の大きな進展を期待しております． 

本研究助成は，毎年，1 名あるいは 2 名の

研究者への助成が予定されています．2023 年

度研究助成の募集要項および応募用紙は，準

備ができ次第，学会 HP などにて案内いたし

ます．来年度はさらに多くの方からの応募を

お待ちしています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 173号                                 2022年 6月 1日 

4 

柳井レクチャー委員会からのお知らせ 

 

柳井レクチャー委員会 

吉野諒三 岩坪秀一 林文 山岡和枝 

 

 50 周年記念大会における柳井レクチャー

は，木下冨雄名誉会員に御講演いただけるこ

とになりました．会員の方々には周知のとお

り，木下会員は本学会の初期の頃より理事会

や各委員会で御活躍してこられ，社会的にも

多大な貢献をされてきた重鎮です．特に，近

年の御研究は日本心理学会誌 1)や心理学ワー

ルド2)等にも発表されておられます． 

今回の御講演内容は，このコロナ禍におけ

るリスクコミュニケーションという時宜を得

た行動計量学の理念を具現した研究について

です． 

会員の皆様へ記念大会に相応しい歴史的メ

ッセージとなることを，本委員会でも確信し

ております． 

1) https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjpsy/ 

92/5/92_92.20403/_pdf/-char/ja 

2)https://psych.or.jp/publication/world097/ 

pw06/ 

 

運営委員会より 

 

2021 年度活動報告及び 2022 年度活動計画に

ついて 「行動計量シンポジウムの企画募集

中です！」 

運営委員会委員長     

芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

1）2021 年度活動報告 

運営委員会では，2021 年度の活動として

「2021 秋の行動計量セミナー」「第 24 回春の

合宿セミナー」の 2 回のセミナーの企画・運

営を行い，それぞれ申込者 160 名，406 名を

集め無事開催することが出来ました．講師の

先生方のご協力により満足度の高いセミナー

となったこともあって，新たに正会員 45 名，

準会員 20 名の入会申請を受け付けました．こ

れより，数年来，減少傾向であった本学会の

会員数も確実に増加してきており，1000 名規

模にまで戻すことができました． 

2022 年 3 月には第 106 回行動計量シンポ

ジウム「COVID-19 データの可視化と統計解

析」を日本行動計量学会岡山地域部会第 77 回

研究会として開催支援しました． 

 

2）2022 年度活動計画 

2022 年度も「2022 年秋のセミナー（2022

年 11 月 12-13 日，オンライン開催）」「第 25

回春の合宿セミナー（2023 年 3 月 24-26 日，

TOTO 東富士研修所）」を企画していますので，

参加をご検討くださいますようお願いいたし

ます． 

また，本年度も行動計量シンポジウムの企

画を随時，受付していますので奮ってご応募

ください．補助金額の上限は 10 万円です．

シンポジウムのテーマ，開催日時，開催方

法，概要，予算，代表者名，連絡先を記載し

たメールを日本行動計量学会運営員会

bms_sc@mayomi.org 宛にお送りください．

審査の上，結果をご連絡いたします．どうぞ

よろしくお願いいたします． 

研究部会（地域部会/研究グループ）につい

ては，令和 4 年度（2022 年度）の募集を行っ

たものの新規応募がなく，今年度は継続が 1

件（多様な非対称データのための分析モデル

とその応用，2021－，今泉忠(多摩大)）のみと

寂しい結果となっています．研究部会は学術

研究の活性化のために長く続けられてきた仕

組みの 1 つです．令和 5 年度研究部会の募集

は 12 月号の会報に詳細を掲載しますので，積

極的なご応募を今から計画くださいますよう

お願い申し上げます． 
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2021 秋の行動計量セミナー開催報告 

実行委員長 

山本 倫生（大阪大学） 

 

2021 年 11 月 13 日（土），14 日（日）の二

日間に Zoom によるオンラインにて，2021 秋

の行動計量セミナーを開催いたしました．セ

ミナー題目は「はじめての機械学習: 機械学

習の基礎から深層学習まで」であり，中央大

学の田口善弘先生に講師をお願いいたしまし

た． 

昨今，「AI（人工知能）」はビジネスや研究

の区別なく急激なブームとなっています．本

セミナーは，AI の実現のための機械学習につ

いて，その目的や仕組みを難解な数学を使わ

ずに解説するというものであり，単純な多変

量解析法から GAN などの深層学習まで非常

に多くのトピックが取り上げられていました．

また，Google Collaboratory を利用した実習

とその解説も行われ，機械学習に馴染みのな

い参加者にも内容の理解を深め，実践力を養

えるよう配慮されていました． 

参加者は 160 名を超し，盛会のうちに終了

いたしました．本セミナーにご尽力いただき

ました田口善弘先生には心より御礼申し上げ

ます． 

 

 

研究部会「多様な非対称データのための分析

モデルとその応用」2020 年度活動報告 

今泉 忠（多摩大学経営情報学部） 

 

2021年度活動計画は以下のようであった． 

A) 日本行動計量学会大会の特別セッション

とラウンドテーブルの企画と参加 

B) オンライン・オフラインでの研究会開催 

C) 同じ非対称データをさまざまなモデル（プ

ログラム）で分析し比較検討するワークシ

ョップ開催 

D) 研究部会のホームページ 

このうち，A)とD)のみの活動を実施した．

C)についてはコロナ感染拡大のために今年度

の実施は困難であると考えている．B)につい

ては，今年度オンラインでの開催が可能かど

うかも含めて検討したが，実施できなかった．

2022年度の一層の活動と部会員同士の研究

交流促進のために，個人情報に配慮しながら，

グループメール配信などの仕組みを整えた． 

A)については以下のように２件の活動をお

こなった． 

 

(1)第49回行動計量学会大会（杏林大学）での

特別セッション 

日時 8月31日（火）特別セッション（120分）

非対称多元データ 

次の４件の発表があった． 

SB4-1 千野  直仁 ( 愛知学院大学 ), An 

elementary theory of a dynamic weighted 

digraph (4)  

SB4-2 岡太 彬訓（立教大学）・今泉 忠（多

摩大学）,非対称多次元尺度構成法における

非対称性の評価  -I- : How to evaluate 

asymmetry in asymmetric 

multidimensional scaling I 

SB4-3 今泉 忠（多摩大学経営情報学部）・岡

太 彬訓（立教大学）,非対称多次元尺度構成

法における非対称性の評価 -II- : How to 

evaluate asymmetry in asymmetric 

multidimensional scaling II 

SB4-4 中山 厚穂（東京都立大学大学院経営

学研究科）, ユーザー生成コンテンツのト

ピックの解明と非対称性を考慮した分析  

非対称データの分析のためのモデルや非対

称性についての検討について発表がなされた． 
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(2) 第49回行動計量学会大会（杏林大学）での

ラウンドテーブル・ディスカッション 

日時 9月1日（水） ラウンドテーブル・ディ

スカッション（60分） 多様な非対称デー

タのための分析モデルとその応用 

次の３件の発表があった． 

SB6-1 中山 厚穂（東京都立大学大学院経営

学研究科）, マーケティングにおける非対

称データ分析の適用可能性  

SB6-2 千野 直仁（愛知学院大学）, 化学反応

系，電気回路網，ニューラルネットワーク

などの非対称データとそれらの構造及び力

動特性 

SB6-3 初田 泰敏（大阪大谷大学薬学部）, 抗

菌薬の交叉耐性状況の可視化 非対称デー

タ分析の臨床応用への第一歩  

非対称データに関して新しい分野での応用

可能性などについて話し合われた． 

D)については，以下のホームページで活動

を紹介している． 

http://stat.tama.ac.jp/myresearch/非対称

データのための分析モデルとその応用/ 

2022年度についても申請時の計画に従って

同様の活動を計画しており，実施を行いたい． 

 

 

岡山地域部会 2021 年度活動報告 

坂本 亘（岡山大学） 

 

岡山地域部会は，岡山県および近隣地域の

行動計量学に関する研究と研究者間の人的交

流を積極的に行うことを目的としており，日

本行動計量学会から活動経費の助成を受けて

おります．2018年度より第５期の活動を行っ

ており，今年度が最終年度となりました． 

未だに続く新型コロナウイルス感染症の流

行により，今年度もオンラインでの開催を余

儀なくされました．行動計量シンポジウムを

含めて，何とか３回の研究会を開催いたしま

したが，世話人の力量不足により，年４回の

開催義務は果たすことができませんでした．

学会関係者の皆様に深くお詫び申し上げます． 

岡山に集まっていただくことが困難な状況

が続き，地域での研究活動の活性化という地

域部会の趣旨に沿った活動の実現には課題が

残りました．世話人としての活動を終えます

が，岡山地域での行動計量学ならびに統計科

学の推進・普及の枠組みを再構築すべく，今

後とも尽力いたします． 

岡山地域部会第５期の活動にご協力いただ

きました，学会関係者，講演者，参加者はじ

め地域部会の皆様に，心より御礼を申し上げ

ます． 

今年度の開催概要は次のとおりです． 

 

第75回研究会（参加者15名） 

（オンライン開催，岡山統計研究会との共催） 

テーマ：データ構造の解析と可視化の方法 

日 時：2021年11月13日(土) 

講演者・講演題名： 

・梶西 将司（中国学園大学）ホットスポット

クラスター検出のためのソフトウェア開発

と空間データの構造解析 

・姜 佳明 （岡山大学）: 社会ネットワーク分

析法を用いて特許権に関わる社会関係につ

いての分析 

 

第76回研究会（参加者24名） 

（オンライン開催，岡山統計研究会との共催） 

テーマ：データの分析手法とその応用 

日 時：2022年3月6日(日) 

学生セッション：発表者12名 

（岡山大3名，岡山理科大2名，広島大3名，徳

島文理大2名，福岡女子大2名） 

若手研究者の育成を目的として，学生セッシ

ョンを設けて開催いたしました．教員参加者

による審査を行い，優秀賞1名とプレゼン賞1

名を表彰しました． 
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第106回行動計量シンポジウム，岡山地域部

会第77回研究会 

（オンライン開催，参加登録者45名） 

テーマ：COVID-19データの可視化と統計解

析 

日 時：2022年3月19日(土) 

講演者・講演題名： 

・石岡文生（岡山大学）：空間スキャン検定を

用いた東京都COVID-19陽性者の時空間ク

ラスター分析 

・久保田貴文（多摩大学）：コロナ禍における

精神的不安や希死念慮に関連するTweetデ

ータのテキスト分析 

・棚橋真弓・山本義郎（東海大学）：COVID-

19感染状況の可視化手法とインタラクティ

ブな可視化システムの構築 

・【特別講演】頼藤貴志（岡山大学）：新型コ

ロナウイルス感染症と疫学の関わり，そし

て今後の展望 

 

岡山地域部会の活動内容は以下のWebページ

に掲載しています． 

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 

https://sites.google.com/view/bsj-

okayama/ 

 

代表者連絡先： 

〒700-8530  岡山市北区津島中3-1-1 

岡山大学 学術研究院環境生命科学学域（工） 

坂本 亘 

E-mail: w-sakamoto@okayama-u.ac.jp 

 

 

 

広報委員会より 

広報委員会委員長     

鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会 Web ページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員から

の申請，他学会からの依頼で会員に有益な情

報を Web ページに掲載する，もしくはメール

で配信しています（両方の場合もある）．同時

に SNS での発信も行っています． 

 

メールニュースの配信 

 2022 年 2 月,3 月,4 月のメールニュースの

内訳は以下のようになります． 

 

 2 月 3 月 4 月 

本学会 春合宿，研

究部会募

集，岡太研

究助成，シ

ンポジウ

ム，欧文誌

発行（2 回） 

国際ワー

クシップ

シ リ ー

ズ，和文

誌リマイ

ンダ，会

報記事募

集，訃報 

50 回大会

（2 回），

会報記事 

公募 （求

人，研究

費） 

0 件 0 件 0 件 

関 連 学

会・ 

イベント 

6 件 5 件 0 件 

計 12 件 9 件 3 件 

 

 

学会 Facebook/twitter をフォローしよう 

 twitter では，学会主催行事（大会，シンポ

ジウム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和

文，英文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr 

2022 年 5 月 1 日現在，フォロワー数は 722

（3 ヶ月間で 77 増）です．Facebook（393 名

がフォロー中）でも，学会主催行事などにつ

いての情報を掲載しています． 

https://www.facebook.com/BehaviormetricS

ociety 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願い致します． 
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情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連

絡する以外に，会員の方々からいただいた公

募情報（求人，研究費など），関連学会（イベ

ント他）など，他の会員に有益な情報を発信

しています．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会

員の著書など」に掲載する書籍の情報がござ

いましたら，同じサイトからお申し込みくだ

さい．その際に，その書籍の画像ファイルを

入力していただくことになります．  

 

 

【シリーズ海外レポート㉛】 

アメリカ地方大学の魅力：アイオワ州立

大学 

森川耕輔（大阪大学） 

 

はじめに 

 新型コロナウイルスの影響で，国内でさえ

早 2 年も対面形式の学会に参加できておりま

せんが，最近はハイブリッド形式の開催も増

え，徐々にコロナ前の状況に戻れる兆しを感

じております．ただ国際学会となると，もう

少し時間がかかるように思います．かといっ

て油断していると，私のように長らくパスポ

ートを使用していなかったため，どこに保管

したかわからなくなってしまいます．皆さん

も今一度お確かめください． 

 2021 年度から行動計量学会の広報委員を

務めているご縁で，今回海外レポートを執筆

する機会をいただきました．今回は私が博士

後期課程在籍時に，2015 年と 2016 年に短期

で 2 度アイオワ州立大学（ISU）に滞在した

際のお話をさせていただきます． 

 

きっかけ 

なぜ ISU に短期で 2 度訪問したかという

と，大阪大学では数理・データ科学教育研究

センター（MMDS）主催の，3 ヶ月未満の短

期留学に関する経済的支援を援助する制度が

ありました．2015 年と 2016 年に留学した際

はこの制度を利用して 3ヶ月ほど ISUに滞在

しました． 

 留学を支援してくれる制度があっても，滞

在先は自分で決める必要があります．通常は

自分の研究分野に近い先生へメールを送り交

渉するのでしょうが，私の場合は 2014年に，

のちの受け入れ教員となる Jae Kwang Kim

先生と既に日本でお会いしていましたので，

その点はスムーズに進みました． 

 

アイオワ州立大学（ISU）とその周辺 

ISU は非常に広大で自然豊かなキャンパス

であり，「全米で最も美しい 25 のキャンパス」

の 1 つに選出されています（図 1）．一方で，

アメリカの中西部に位置しており，冬は極寒

で，私の滞在時にはマイナス 25 度になること

もありました．キャンパスから歩いて 20 分く

らいのゲストハウスに宿泊していましたが，

構内で買ったコーラが自宅に着く頃にはシャ

ーベットになっていました． 

図１ 冬のアイオワ州立大学 

 

また，統計学部は非常に有名で，George W. 

Snedecor 先生が 1933 年に ISU で作った研

究室は，アメリカで最初の統計学に関する研

究室です（図 2）．Snedecor 先生の名前は，統

計学では（Snedecor の）F 分布の名称で聞き

覚えのある方もおられるかと思います． 
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図２ Snedecor Hall（統計学部）の前にある立

て看板 

 

ISU はアイオワ州のエイムズという場所に

あります．アメリカの中西部の田舎というこ

ともあり，古き良きアメリカという感じの雰

囲気です．Kim 先生に，この辺りにいい感じ

の観光スポットはありますかと尋ねても，

「only corn（コーン畑しかない）」という言葉

が返ってくるくらい，周りには何もありませ

ん．ただ，Kim 先生は「研究には抜群の環境

だ」とも（冗談で）おっしゃっていました． 

食事も伝統的なアメリカ料理といったもの

が多く，個人的に印象に残っていたのは

Hickory Park のスモーク肉でした（図 3）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ Hickory Park のスモーク肉 

 

土地柄ハンティングを趣味にしている方も

多くおり，ライフルの資格を持っている知り

合いの学生に射撃場で射撃をさせてもらいま

した．特に，小さい円盤のディスクを投げて

それをライフルで狙い打つという日本では絶

対にできない遊びをすることができました

（図 4）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 実際に使ったライフル 

 

また，私が滞在したときに，たまたま全米

を回っていたミュージカルAnnieの劇団がエ

イムズを訪れており，生まれて初めて本場の

Annie を見ることができました（図 5）． 

 

図５ ミュージカル Annie が始まる前の劇場 

 

スポーツ観戦に関しては，現地だとアメフト

やバスケットボールの方が人気ですが，私は野

球が好きなのでマイナーリーグに属するアイオ

ワカブスの試合を，州都であるデモインまで友

達と観にいきました．その際，日本人の川崎宗

則選手がおり，声を掛けたところ気さくに写真

撮影に応じてくれました（図 6）．この様子は後

日テレビで放映されました． 
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図６ Principal Park で撮影した川崎宗則選手

との写真（1 番手前が森川） 

 

研究環境に関して 

ISU では週 2 回セミナーが開かれており，

1 つは私が属していた調査統計グループ主催

のもので，もう 1 つは統計学部主催のもので

す． 

 前者のセミナーはトピックが限定されてい

ることもあり，小規模で教員も 6 名ほどしか

いませんが，より濃い議論ができました．そ

のセミナーの中で，標本調査や時系列解析で

有名な Wayne A. Fuller 先生とお話をする機

会がありました．その際，私の指導教員の指

導教員であり，主成分分析や因子分析におい

ても多大な業績を残されている故丘本正先生

が客員教授として ISUに来られていたときの

話をされていたのを今でもよく覚えておりま

す． 

 また，もう１つのセミナーは学部主催のセ

ミナーということもあり，全米から著名な研

究者を呼び，講演をしてもらうという統計学

部ならではの大規模なものでした． 

 Kim先生とは留学時および帰国後に計 3本

の論文を一緒に執筆することができ，その内

1 本は統計学におけるトップジャーナルであ

る Annals of Statistics 誌に採択されました．

現在も引き続き関係は続いております．また

ISU で知り合った当時の学生とも共同研究を

しております． 

 最後に，私の滞在していたときにあったト

ラブルを時系列順にお話ししたいと思います． 

 

1 回目の滞在時: 携帯電話の紛失 

まず，2015 年にエイムズを訪れた際，私は

ほとんど英語を話すことができませんでした．

その上で，携帯電話（iPhone）を紛失しまし

た．携帯電話も現地のキャリアと契約をして

いるわけではなく，日本で使用していたもの

＋ポケット Wi-Fi で対応していたため，

iPhone を探す等で探すこともできずゲーム

オーバーの状態でした．ただ，ポケット Wi-Fi

は手元にあったので，iPad で携帯電話を代用

し連絡を取ることはできました． 

また，紛失証明書さえあれば，補償を受け

られるということだったので，現地の警察署

に行き片言の英語で事情を伝え，無事紛失届

を得ることができました（図 7）．このときの

辛い経験から，次回来るときは携帯電話は絶

対に肌身離さず持ち，英語能力を向上して来

ることを誓いました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ iPhone 紛失時の様子 

 

2 回目の滞在時: パスポートの紛失 

そして 1 年後，もう 1 度短期留学支援制度

を利用して ISUへ滞在できることが決まりま

した．今度は，携帯電話に厳重な注意を払っ

ていたのですが，行きの飛行機で命の次に大

切と言われているパスポートを紛失しました．

ただ，こういう事態に備えパスポートのコピ
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ーは持っていたので大学での手続きはなんと

かなりました．しかし，このままでは帰国で

きません．その間，何度も飛行機会社に問い

合わせても，パスポートは見つかりませんで

した． 

 そこで，パスポートの再発行を決意しまし

た．パスポートを紛失したのが入国後初日だ

ったのが不幸中の幸いで，再発行までの猶予

は十分ありました．必要書類も写真などはす

ぐ用意することができるのですが，戸籍謄本

は話が別です．これだけは本籍地の市役所で

取り寄せる必要があるため，親に代理で取得

してもらい，郵送してもらいました．ただ，

もう１点大きな問題があり，それは 1 番近い

日本総領事館がエイムズからおよそ 580km

（東京--姫路間くらい）離れたシカゴにしか

ないことでした． 

 幸運なことに，韓国人の友達が車でシカゴ

に行く予定があるとのことだったので，乗せ

て行ってもらうことでこの問題は解決しまし

た．日本へ帰国する 2 週間ほど前にシカゴに

行き，領事館でパスポートの再発行申請をし

ました．必要書類は揃っていましたので，パ

スポートの再発行自体は 3 時間ほどでできま

した．最近は，マイナンバーカードさえ持っ

ていれば，戸籍謄本もコンビニで簡単に手に

入るので，私のような方は事前に発行してお

くのもいいかと思います． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ シカゴの deep-dish ピザ 

 

 パスポートの再発行を待っている間は，パ

イのようなシカゴピザ（図 8）を食べたり，シ

カゴ美術館に行くなどして，シカゴを満喫し

ていました．シカゴの分厚いピザは全部食べ

切ったのですが，量がとても多いので，店員

さんからアジア人で全部食べきるのはすごい

と何故か褒められました． 

 

おわりに 

私にとって留学経験は研究においても，海

外の文化を経験するという意味でも，大変貴

重なものになりました．これらの経験をオン

ラインで代替することはできません．今後の

学生や若手研究者のためにも，いち早くコロ

ナ前の状態に復帰できることを切に願います．

また，海外での盗難・紛失にはお気をつけく

ださい． 

 

森川 耕輔 

（もりかわ・こうすけ） 

大阪大学大学院基礎工学

研究科 講師 

2017 年大阪大学大学院基礎工学

研究科博士後期課程修了 (博士 

(理学))．東京大学地震研究所特任研究員，大阪大学大学

院基礎工学研究科助教を経て 2020 年より現職．専門は

数理統計学．2020 年より日本行動計量学会広報委員会

委員.  
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理事会議事録 
 

日本行動計量学会 2021 年度第 4 回理事会議

事録 

 

日時：2021 年 11 月 10 日（水）13:00～14:25 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：狩野裕理事長 

理事出席者：岩崎学，大森拓哉，岡太彬訓，岡

田謙介，狩野裕，菊地賢一，小杉

考司，椎名久美子，繁桝算男，清

水昌平，清水裕士，鈴木讓，竹村

和久，中山厚穂，南風原朝和，橋

本貴充(書記)，藤田泰昌，山岡和

枝，山田剛史，横山暁 (20 名)，

委任状 7 名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：吉田清隆(第 49 回大会実行委員長) 

 

資料 

  1.議事録 

  1-1. 2021 年度第 3 回理事会議事録案 

  1-2. 2021 年度総会議事録案 

2.日本行動計量学会役員選出に関する細則 

3.岡太彬訓研究助成応募用紙案 

4.和文誌編集委員会報告 

5.欧文誌編集委員会報告 

6. 2021 年度国際シンポジウム計画 

7.広報委員会報告 

8.イノベーション委員会報告 

9.2022 年度連合大会委員 

10.入退会リスト 

11.Springer からの入金リスト 

12.日本行動計量学会第49回大会開催報告 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 26 名（理

事出席 19 名，委任状 7 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1-1 にもとづき，2021 年度第 3 回理

事会の議事録が承認された． 

資料 1-2 にもとづき，2021 年度総会の議

事録が承認された． 

2. 第 49 回大会 

吉田大会実行委員長より，資料 12 にもと

づき，第 49 回大会およびチュートリアルセ

ミナーの参加者数と，第 49 回大会の発表件

数が報告された．収支はまだ確定していな

いが，剰余金を次年度の大会参加受付シス

テムの改修に充てることが検討された． 

3. 第 50 回大会 

竹村大会担当委員長より，第 50 回大会の

現在の準備状況が報告された．当初予定し

ていた会場での開催が困難になったことが

報告され，文教大学東京あだちキャンパス

以外の会場での開催を検討することが承認

された．開催形式や会場，開催時期も含め

て，第 50 回大会実施の方向性を早めに決め

る必要があるという認識が共有された． 

4. 学会賞選考委員長 

学会賞選考委員長を今泉忠会員に依頼す

ることとなり，菊地事務局長から連絡する

こととなった． 

5. 役員選出に関する細則改正 

菊地事務局長より，資料 2 にもとづき，

2021 年度総会で決定された会則第 12 条の

改正に伴う，役員選出に関する細則第 14 条

の改正が提案され，承認された． 

6. 岡太彬訓研究助成 

繁桝理事より，資料 3 にもとづき，岡太

彬訓研究助成の応募用紙案，2022 年度応募

要項，今後の予定が報告された．正式名称

を「岡太彬訓研究助成」とすることが確認

され，応募用紙の大枠が承認された．具体

的な手続きについては，ワーキングループ

と理事長，事務局で詰めることになった． 
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7. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長の代理として岡田

和文誌編集副委員長より，資料 4 にもとづ

き，現在の審査状況と特集論文の予定が報

告された． 

植野欧文誌編集委員長の代理として橋本

事務局員より，資料 5 にもとづき，現在の

審査状況と Special Issue の予定が報告さ

れた． 

科研費小委員会の岡田理事と清水理事よ

り，資料 6 にもとづき，2021 年度国際シン

ポジウムの計画が報告された． 

・運営委員会 

芳賀運営委員長の代理として横山運営副

委員長より，2021 秋の行動計量セミナーが，

予定した開催会場での開催が不可能となり，

ハイブリッド開催から全面オンライン開催

に変更して実施されることが報告された．

対面参加予定者からオンラインでの参加に

変更になることで交通費および宿泊費のキ

ャンセル料の請求があった場合は，それに

応じてセミナーの会計から支払うことが提

案され承認された． 

今後，コロナ禍や天候など不測の事態に

より，対面開催が急きょ，不可能になるこ

とも考えられる．それに備えて，参加者に

事前に対応をアナウンスするなどの対策を

検討することとなった．また，セミナーの

会場となる大学側の担当者を複数名にする

ことを検討することとなった． 

・広報委員会 

鈴木讓委員長より，資料 7 にもとづき，

新委員の委嘱，会員名簿の対象分野・方法

論の見直し状況，会報 171 号の準備状況が

報告された． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，資料 8 にもとづき，学

会創立 50 周年記念論文集の刊行について

報告された． 

・統計関連学会連合 

狩野理事長より，資料 9 にもとづき，2022

年度連合大会委員が提案され，承認された． 

岩崎担当理事より，2022 年度連合大会は

成蹊大学で開催されることが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，資料 10 にもとづき，

入会，退会の申請について報告があった．

情報が足りない入会希望者 2 名については

事務局に一任することとされ，他は承認さ

れた． 

椎名副事務局長より，資料 11 にもとづき，

Springer 社の印税が入金して，岡太彬訓研

究助成の原資に繰り入れたことが報告され

た． 

8. その他 

・次回理事会は 1 月下旬もしくは 2 月にオン

ラインにて開催される予定である． 

以上 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2022 年 

3 月 25

日 

Joint 12th 

International 

Conference on Soft 

Computing and 

Intelligent 

Systems and 23rd 

International 

Symposium on 

Advanced 

Intelligent 

Systems 

(SCIS&ISIS2022) 

2022 年 11

月 29 日～

12 月 2 日 

2022 年

5 月 9 日 

第 24 回日本感性工

学会大会 

2022年 8月

31 日～9 月

2 日 

（2022 年 2 月 1 日～5 月 9 日承認のもの） 
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会員の著書等 

 

高橋将宜（著）『統計的因果推論の理論と実

装―潜在的結果変数と欠測データ

（Wonderful R シリーズ５）』，共立出版，

2022 年 2 月 

 

 

 

樋口耕一・中村康則・周景龍（著）『動かし

て学ぶ！はじめてのテキストマイニング―フ

リー・ソフトウェアを用いた自由記述の計量

テキスト分析 KH Coder オフィシャルブッ

ク II』，ナカニシヤ出版，2022 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

山内香奈（著）『鉄道会社の異常時放送の改

善に向けたアクションリサーチ―教材開発と

指導の効果検証』，風間書房，2022 年 3 月 

 

 

 

 

金明哲（監訳）財津亘（訳）M. Scutari, J-

B. Denis（著）『R と事例で学ぶベイジアン

ネットワーク 原著第２版』，共立出版，

2022 年 4 月 

 

 

 

 

 

訃報 

 日本行動計量学会名誉会員の宮原守男先生

が，2021 年 12 月 14 日にご逝去されました．

謹んで哀悼の意を表します． 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだ

け論文として投稿して下さい．お待ちしてお

ります． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ

No. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Manager からご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/de

fault.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) 

http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ

No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学

技術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本

学会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌

「行動計量学」に掲載された論文記事を創刊

号（1974 年）に遡って電子化し，JST で運用

している電子アーカイブサイト J-STAGEにて

全文公開（無償での公開）しております．電

子アーカイブ化・公開には，創刊号からの掲

載論文の著作権行使（全文電子公開）同意を

論文著者から得る必要があります．1999年の

総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載され

た記事等の著作権は，明確に定められており

ませんでした．電子化し公開するに当たって

は，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者

のご了解をいただきました．現在までにお返

事をいただいていない著者の論文は，本来は

著者からの権利委譲を待つべきですが，「行動

計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の

研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考

えて，すでに電子化公開しております．著作

権委譲についてお返事をいただいていない著

者で，電子化し公開することが不都合とお考

えの方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委

員会までご連絡下さるようお願いいたします．

公開を中止するなど，学会として誠意をもっ

て対応いたします．  

 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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なお，著作権委譲について行いました手続

き等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学

会の WEB ページの「学会誌」の「著作権規

定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/  

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月

発行の Volume 44，Number 1 よりシュプリ

ンガー・ジャパン社からの出版になりました．

これに伴って Volume 44，Number 1 以降は

シュプリンガー・ジャパン社の Web site にお

いて公開されます（非会員には有償）．Volume 

43，Number 2 以前に掲載された論文は，従

来通り JST で運用している電子アーカイブサ

イト J-STAGEにて全文公開されます． 

 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2022年4月26日現在） 

正会員      ： 831 名 （海外 4 含む） 

準会員      ： 127 名  

名誉会員     ： 25 名  

賛助会員     ： 21 社  

シニア会員    ： 35 名  

計        ： 1039 名  

学会誌等寄贈先： 4 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 

ユーザー名：bsj    

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関

等）の教員公募などの求人情報および賛助会

員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて

メールニュースの記事としての掲載および学

会ホームページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合には，求人情報を記事として配信する

ことはできません．配信を希望される場合に

は，事前に賛助会員になって頂く必要があり

ます． 
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会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また

求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述する方法でお申し込み下さ

い． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，

学会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの）など，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号 174 号の場合には 7 月末

日）にお寄せいただければ，直近号に掲載す

ることが可能です．それ以降に届いたものに

つきましては，内容を判断した上で，次号に

回させていただきますのでよろしくお願い申

し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付のページよりお問い合わせ下さ

い． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の

掲載は，学会の目的に沿ったものに限りま

す． 

 

編集後記 

お忙しい中，今号にご寄稿くださった皆様

に，この場を借りて御礼申し上げます．  

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要

望，その他会報に掲載すべきと思われる情報

などございましたら，広報依頼の受付のペー

ジ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡下さい．お待ちしております． 

学会大会を対面方式で開催する学会が，

徐々に増えてきたようです．大会開催のタイ

ミング次第ではありますが，直接お会いして

議論できる機会になればと願っております．  

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋

敬介，稲水伸行，岩間徳兼，上

野雄史，岡田陽介，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，

袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙 
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